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またぎの学校

小野寺 健

山における伝統を兼ね備えた
新たなインフラの提案

　マタギをご存じだろ
うか。後継者不足が問
題になっている秋田県
旧阿仁町を発祥とする
狩猟を生活の一部とす
る人々である。

　ツキノワグマをご存じ
だろうか。本州最大の動
物であり、日本において
数少ない人間の天敵にな
り得る動物である。

　里熊をご存じだろう
か。熊出没の緩衝帯と
しての中山間地域の消
滅によって町降りてく
る熊である。

　狩猟者が不足している
のをご存じだろうか。少
子高齢化、農業人口の減
少。いま熊を打てる人が
少なくなってきている。

　またぎの学校はマタギ
文化の継承者の育成であ
り人の領域を守る山の堤
防足り得る存在を育てる
場所である。

　マタギの見習い達は
それを阿仁で実践しな
がら学び、日本におい
て自然との調整役とし
て育っていく。
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尾根は乗り越しの強風が吹く
ため、小屋の高さを低くして風
に当たる面積を低くするととも
に山との外形と対応させる。

山と里の中間に位置するまた
ぎの学校。山と里とのノードと
なり双方が豊かになっていく。

本建築が建つ荒瀬集落は東
側の山を背負う形で集落が
形成されている。

山腹の山小屋は斜面に対応させて横
穴を掘って屋根をかぶせる。植生に合
わせて樹皮葺き、笹葺きに変わる。　

尾根の山小屋

荒瀬集落

コナラ（小楢、学名：Quercus serrata）
ブナ目ブナ科コナラ属の落葉広葉樹
熊の主食の一つで秋に実（ドングリ）
が熟す。一般的に 200 ～ 600ｍの山地
帯下部に多く植生する。

ミズナラ（水楢、学名：Quercus 
crispula Blume）
ブナ科コナラ属の落葉広葉樹
熊の主食の一つコナラ同様に秋には
実（ドングリ）が熟す。一般的に
400ｍ～ 800ｍに植生する。

ブナ（橅、椈、学名 : Fagus crenata）
ブナ科ブナ属の木の落葉広葉樹
ブナは秋には実をつけ、上記同様に
熊の主食である。主に海抜 1000ｍ
以上のところに植生する。

尾根は猟場の射手 ( ブッパ ) が位置す

るところであるとともに、熊の通り道

になっている事が多い。また阿仁には

ある程度の猟場ポイントがあり、左図

に青色で示してある。

里山は集落に対しての熊除けバッファ

として機能する。このバッファは事例

より、0～ 300ｍの範囲内でバッファ

のポテンシャルを持つとする。

木が生えない森林限界以上では熊の餌

となるもの少なく、近寄る事が少ない。

阿仁周辺での森林限界は 1100ｍ以上

で、これに該当するのは主に森吉山で

ある。

マタギ小屋の原型。低高度地域帯の風

が弱く、積雪が多いところに向く。

高度があがり、斜面地が多くなり、既存

のマタギ小屋では対応できない場合、竪

穴式の斜面に合わせた小屋になる。

熊の行動パターン、熊の食性からわ

かる植物の分布、里山の範囲をプロッ

トし、山小屋の配置を決定したもの。

この範囲で山小屋は成立する。

山小屋の敷地

高度はさらにあがり、勾配はさらに大き

くなる。上記の片流れより斜面に対応し、

勾配が大きくなる。

1000ｍ以上の尾根においては強風がふ

くため勾配を抑え竪穴で居住空間を確保

する。

間引きや伐採作業の際の休憩小屋、また

は道具小屋。簡素なもの。基本的に熊猟

には使用しない。

登山者向きの避難小屋。高度が高いため

勾配は抑え竪穴式とする。基本的に熊猟

には使用しない。

1000ｍ未満の比較的風が弱いが、素型

よりは勾配を抑えたもの。竪穴をつくり

居住空間を確保する。

段階的に尾根がでてきて、尾根に立つ山

小屋ができる。高度は高くないため、風

圧力はまだ弱く素型に近い形となる。

低高度地帯に効率的に圧力を与えるため

の量産型。春季から秋季にかけて利用。

屋根の葺材はこの地帯に

見られる樹皮葺きとする。

屋根の葺材はこの地帯に

見られる樹皮葺きとする。

屋根の葺材はこの地帯に

見られる樹皮葺きとする。

屋根の葺材はこの地帯に

見られる樹皮葺きとする。

局所的に森林限界を超え

るため笹葺きのところが

出てくる。

森林限界を超えるため木

材を確保するのが困難な

ため笹葺きとする。

森林限界を超えるため木

材を確保するのが困難な

ため笹葺きとする。

コナラの生息範囲の山小屋

ミズナラの生息範囲の山小屋

ブナの生息範囲の山小屋

猟場、尾根の山小屋

里山での山小屋

森林限界以上での山小屋

斜面地に立つ山小屋

尾根に立つ山小屋

沢沿いに立つ山小屋
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敷地の自然条件にマタギ小屋は柔軟に

対応する。生きるためというプリミ

ティブな欲求を達成するための家。

山 小 屋 の 設 計
ここはマタギが共に寝泊りし、共に

学ぶ場所である。熊を狩った時はけ

ぼかいの儀式によってそこは時に山

の神に捧げる祭壇となる。

学 校 の 設 計

人工林

二次林

自然林

森林限界

尾根の山小屋

斜面地のの山小屋

またぎの学校

母屋にかかる屋根は秋田・山形から
越後にかけて分布している中門造り
をベースとして構成した。中門造りは
豪雪地帯に適しており、雪が積もった
場合には曲り屋の土間の出口から出
る。

中門造りをベースとした建築.1 .1

梁の荷重を柱に伝える組物

けぼかいとしての場

山の神へと続く空間

マタギのフィールドは主に山の中で
はあるが、自然と人間との調和を図っ
ていく上で学術的な見地からもマタ
ギの見習いたちは学ぶ。狩猟の専門
家だけではなく自然に関した幅広い
知識を習得する。

家の中にか南北に貫通した空間
がある。この空間はけぼかいの
場から山の神につづく通り道で
、あえて家の中を貫通することで
それを強く認識させるように設
計した。

梁と柱の接点を強化するのはもちろ
んのこと寺社仏閣等でよくみられるこ
の組み物はピロティ空間において神
聖な空間であることを喚起させます。

山の神からの授かりものの熊に感謝
をこめてけぼかいの儀式を行う。こ
の儀式はまたぎにとって大きなアイ
デンティティである。そのため建物の
中央部、印象的なヴォイドの下に配
置した。

建物のピロティ部分からけぼかいの場を望む。ここは建物の中
心であり、マタギの生活の中心である熊を解体し神に感謝する
場である。

マタギ＋academic
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この部屋はまたぎの頭領の「シカリ」
が生活する。シカリは本学校の先生の
役になる。シカリは生徒にマタギの膨
大な民俗知を見習いたちに伝承する。
シカリと見習いの間には仕切りはある
がこれは障子戸であり、先生と生徒と
いう立場ではあるがマタギという仲間
であるという微妙な関係性を障子とい
う境界を使い空間化している

シカリ 見習い

師匠と弟子でありながら命を託しあ
う微妙な関係性は障子によって空
間化される。

またぎの頭領と見習いとの境界.2

.2

南北に大きく架かる梁

南北を強調するように架かる梁は、
熊の解体の際に行われるけぼかい
の方角を重要視することに起因し正
確に方位を表している。けぼかいの
際は熊の頭を北に。猟で使った道具
を南にして行う。これらの一連の流れ
は南北に延びる強調された梁によっ
てあらわされる。
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狩猟の専門家だけではなく自然の専門家として

住居部分へとつながる階段

この階段は下のけぼかいの場
から、上の住居部分に伸びる階
段で、けぼかいの場-階段-山々
の神体へと続く。またぎと山の
神をつなげる道でもある。

神体(山)

けぼかいの場
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